
AI-OCRを活用した相続人調査の実証事業
～㈱サムポローニアと連携協定を締結します～

令和７年８月 定例市長記者会見
資料４-１ 税務部資産税課

• 死亡者が年々増加しており、固定資産税賦課業務における相続人調査の業務量も増大
• 相続人調査に関するスキルが属人化し、戸籍の判読においてミスが生じやすい環境

目 的背 景

目 的概 要
開発者である㈱サムポローニアと連携し、戸籍をスキャンした氏名・続柄・父母名などをAI解析・相続関係図などを自

動で作成するシステム（AI相続ミツローくん）による全国初となる相続人調査の実証実験を行う。(R7.8 ～ R8.3）

メリット
・４０分/件の業務時間の削減 （約2,500件）
・ 人的ミスの減少
・属人化を防ぎ、誰でも実施可能な体制に
・過去の履歴を検索できることで、二重の事務
の防止
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AI相続ミツローくん
を活用した実証事業

連携協定締結
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メリット
・４０分/件の業務時間の削減 （約2,500件）
・人的ミスの減少
・属人化を防ぎ、誰でも実施可能な体制に
・過去の履歴検索ができ、業務の効率化

全
て
職
員
が
処
理

AI
で
作
成
・
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク

作業時間
短縮

３分の１

60分/１件

増加傾向

＜スケジュール＞

８月２９日(金)

・協定締結
・実験準備

９月１日 > > > > > > > > > 令和８年３月末

・実証実験開始

成果検証、本格導入検討



AI-OCRを活用した相続人調査の実証事業
～㈱サムポローニアと連携協定を締結します～

令和７年８月 定例市長記者会見
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商 号 株式会社サムポローニア

設 立 令和４(2022)年6月17日

代表者
代表取締役会長 成宮正一郎
代表取締役社長 竹内 澄成

本 社

〒100-0004
東京都千代田区大手町２丁目
２番１号
新大手町ビル４階

導 入
実 績

AI機能なしのシステムは12自
治体で導入実績あり。

㈱サムポローニアと戸籍AI-OCRを用い
た相続人調査システムの実証実験につ
いて、連携協定を締結いたします。

［協定締結日］
令和７年８月29日（金）
午前11時00分～

［協定締結会場］
郡山市役所本庁舎「庁議室」

［実証実験期間］
令和７年９月１日～

令和８年３月３１日


